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「アフターコロナのグリーンリカバリー」
～2050年温室ガス実質ゼロへ～

東京大学 先端科学技術研究センター

2020年度 低炭素水素の利活用拡大に向けた自治体連絡会議

東北大学 金属材料研究所
産学連携先端材料研究開発センター

特任教授 河野 龍興

講演資料
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グリーン社会の実現

第２０３回国会における菅内閣総理大臣所信表明演説 令和２年10月26日 首相官邸

２０５０年までに
「温室効果ガスの排出を全体としてゼロ」に
⇒ ２０５０年カーボンニュートラル、

脱炭素社会の実現を目指す

梶山経済産業大臣の臨時記者会見の概要 令和２年10月26日 経済産業省

産業・運輸・業務・家庭部門では、
電化・水素化が基本となり、
電化で対応不可な製造プロセス等では、
水素、ＣＣＵＳやカーボンリサイクルを活用

水素はこれまで、乗用車用途中心だった
ものを新たな資源と位置付けて、
幅広いプレーヤーを巻き込み、
社会実装への道筋も検討
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地方公共団体における2050年二酸化炭素排出実質ゼロ表明の状況

地方公共団体における脱炭素化

脱炭素社会に向けて、
2050年二酸化炭素排出実質ゼロ
に取り組むことを表明した地方公
共団体が増えつつあります。
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2050年カーボンニュートラルの実現に向けた検討

令和２年11月17日 資源エネルギー庁
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アフターコロナのグリーンリカバリー

https://str2020.generationim.com/chapters/introduction#entry--5083

Green Stimulus Index Source: Vivid Economics

(Agriculture, Energy, Industry, Transport, Waste)

各国が発表している経済復興プラン

中国、インド、アメリカ、オーストラリア、日本
：環境対策に貢献しないブラウンリカバリー

カナダ、イギリス、フランス、EU
：環境対策に貢献するグリーンリカバリー

「Next Generation EU」
7500億ユーロ（90兆円）（2021-2027）
再生可能エネルギー（太陽光、風力）
水素エネルギー、電気自動車
グリーン建築等
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水素技術開発に関する歴史的背景

https://www.nedo.go.jp/content/100560224.pdf
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WE-NET (1993-2002)

https://www.enaa.or.jp/WE-NET/
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WE-NET (1993-2002)

https://www.enaa.or.jp/WE-NET/ 10
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水素の輸送・貯蔵方法

水素の製造・貯蔵・輸送について 資源エネルギー庁 H26.4.14
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環境省 低炭素水素サプライチェーン構築

https://www.env.go.jp/seisaku/list/ondanka_saisei/lowcarbon-h2-sc/demonstration-business/index.html
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水素と蓄電池のエネルギー密度

第10回水素・燃料電池戦略協議会事務局提出資料 平成29年9月22日
経済産業省、内閣府、文部科学省、国土交通省、環境省

水素吸蔵合金(2wt%)
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https://hydrogeneurope.eu/wp-content/uploads/2017/01/20170109-HYDROGEN-COUNCIL-Vision-document-FINAL-HR.pdf
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水素エネルギーによる地域への経済効果

ラウパッハ・スミヤ ヨーク , 「再エネによる地域経済効果の評価」, 17 Jul 2015 

水素エネルギーは再生可能エネルギーとの親和性も高い

バリューチェーン分析モデルの必要性：地域への付加価値評価が重要
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再エネ＋水素エネルギー導入の意義

CO2削減による環境改善

エネルギー自給率の増大

化石燃料利用による国富流出

国際産業競争力の強化

新規産業による雇用の創出

地方創生の推進

防災対応力の強化

世界規模

自治体規模
（産官学連携）
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水素エネルギー社会の実現

https://www.env.go.jp/seisaku/list/ondanka_saisei/lowcarbon-h2-sc/index.html
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海外再エネ適地からの再エネ水素輸入
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